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これら昨今の子育て事情を踏まえて榊原（2016）は、身近な支援者が不在な核家族世帯
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2016 年 8 月～ 11 月に実施。埼玉県・東京都で実施する保育所内一時保育・独立型一時
保育・子育て支援拠点併設型一時保育・出張型一時保育を担う保育士、合計 10 名に、ど
のようなねらい・目的・配慮をもって保育環境を構成しているかの半構造的インタビュー
を行った。並行して、1 保育事業所毎に 1 時間程度の一時保育の参与観察を行い、保育者















週６日 10：00 ～ 16：00   5 保育士
保育園
併設型
Ｏ区認可保育園 週６日 8：30 ～ 18：00   8 保育士























 ・  家庭での呼び名・生活リズム・好きなお
もちゃやキャラクターなどをアセスメン
トしておく。
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平成 29 年 10 月 1 日付で、育児介護休業法が改正され、育児休業期間を最長 2 年まで延
長することが可能となった。待機児童問題の解消は基より、育児休業期間の延長に併せて
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